
女性活躍推進デジタル講座 【刈谷市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 928 千円

交付金額 464 千円

事業番号 ２

・本市の人口は増加傾向を継続しているが、少子高齢化状態にある。
・女性の就労状況については、20代で正社員が最多となるものの、その後は30代で無職、
40代以降はパート、アルバイト就労が最多を占めており、就職後、結婚・出産を機に退職
し、子育てがひと段落した後に再就職する傾向がうかがえる。

・本市の基幹産業である自動車産業界においては、女性の管理職比率が低く、結婚・出
産を機に離職することが、その要因と考えられる。

・令和元年度に行った「刈谷市男女共同参画に関する意識・実態調査」では、就労意欲が
あっても家庭内の問題などで諦めなければならない場合もあることがうかがえる。

パソコンスキルの基礎から応用、特にAIを活用した実践形式での資料作成等
を通して、社会に復帰した際に活用できるスキルを習得する講義内容とした。

また、受講後にはオンラインによる個別相談を行い、キャリアプランニングを
実施することで、講座により学んだデジタルやビジネスのスキルを活かして、自
身の思い描く就業に結び付くよう意識した講座づくりを行った。

市内の女性が自分らしい働き方、キャリアや生き方の実現できるよう、ビジネ
ススキルやデジタルスキルを習得する。

市内の女性の活躍を支援し、潜在的な女性の力による地域経済の活性化を
図る。

・講座受講後就業者数 1人  → 達成数 0人
・目標参加者数 10人 → 達成数 6人

講座において提供されるデジタルスキルを学ぶだけではなく、自身現状、今後
のキャリアや生き方の実現を意識しながら、手段としてデジタルスキルを学ぶ
講座を意識しており、受講後参加者からの感想やアンケートからも講座に対す
る満足度を伺うことができた。

デジタルに関する講座は内容やテーマの設定が難しく、設定した内容やテー
マによっては受講者を集めることも難しい。ただ学ぶだけではなく、学びを活か
して就業に活かし結びつけるためには、狙いを定めて内容やテーマを決定し
ていく必要がある。日々進歩するデジタル技術に触れるだけの門戸を広げる
ための講座に留まることなく、受講者の声を講座内容にカスタマイズしながら
反映させ、限られた開催期間の中で、具体就業に活かすことができる講座内
容の検討が必要。

・刈谷商工会議所
講座開催に関する周知に協力

・刈谷市役所市民活動部市民協働課
講座開催に関する周知に協力



事業の概要

〇女性活躍推進デジタル講座
自分らしい働き方、キャリアや生き方を考え、実現するためビジネススキルやデジタルスキルを習得することがで

きる講座と受講後個別相談会の開催。

（１）日時・内容・参加者：

（２）場所：刈谷市総合文化センターアイリス ４０５会議室
（３）講師：株式会社ミューアース 代表取締役 伊藤 有沙 氏

日時 内容 参加者

令和8年2月6日（金）
10：00～12：00

〈PC講座〉
PCスキル基礎編

6名

令和8年2月13日（金）
10：00～12：00

〈PC講座〉
PCスキル応用編

4名

令和8年2月27日（金）
10：00～12：00

〈AI活用＆就活実践講座〉
AI基礎編

5名

令和8年3月6日（金）
10：00～12：00

〈AI活用＆就活実践講座〉
就活実践編

3名
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